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諸磯式土器における浮線文の発生と北白川下層Ⅱｃ式土器の成立
松田光太郎
はじめに
縄文時代前期後半、関東地方西部・中部地方・東海地方東部に主体的に存在する諸磯式土器と、
東海地方西部～近畿・中国地方に主体的に存在する北白川下層Ⅱ式土器（広義）1）は、併行する土
器型式として位置づけられている。そして諸磯ｂ式土器では文様（描出）要素として隆線文（浮線
文）をもち、それと併行する北白川下層Ⅱｃ式土器も隆線文（凸帯文）をもち、東西日本双方にお
いて、ほぼ同時期に隆線文様が発達したことが知られている。浮線文と凸帯文は付いている土器型
式が違うため、異なる名称で呼ばれているが、両者は器面に粘土紐を貼付して作出した文様要素で
ある点で共通しているのである。では何故共通するのであろうか。「同時併存するから類似する」と
言ってしまえば簡単であるが、文様や文様構成、器厚、胎土中の繊維の有無など、異なる特徴を伝
統的にもつ両型式が、共通する文様要素を獲得していく、そのメカニズムは解明されているとは言
えない。研究の進んでいる諸磯ｂ式土器を扱った研究論文中の浮線文の発生に関する見解を見ると、
諸磯式土器内部発生説と、北白川下層式土器影響説という異なった見解があるのは、その表れである。
本論では諸磯式土器の変遷、続いて北白川下層式土器の変遷を述べた後、諸磯ｂ式土器の浮線文と、
北白川下層Ⅱ c 式土器の凸帯文がどのようにして成立したのかを考えてみる。
1．研究略史
　諸磯ｂ式土器と北白川下層Ⅱ式土器の隆線文様の研究史について、各型式の研究史を概観しなが
ら、振り返ってみる。
　諸磯ｂ式土器は榊原政職氏の諸磯式土器の提唱後（榊原 1921）、1937 年山内清男氏により型式設
定されたが、その際、諸磯ａ式土器よりも描線の幅が広いこと、隆線をもつことが特徴として述べ
られている（山内 1939）。その後、諸磯ｂ式土器は主に文様要素の組み合わせにより、2 細分（栗
原 1961、西村 1966、中島 1977）、3 細分（鈴木敏 1980、中島 1980、白石 1983、羽生 1987、谷口
1989）、4 細分（今村 1982）され、また文様要素の組み合わせではなく、文様の変化に着目した細分
を発表した鈴木徳雄氏の研究もある（鈴木徳 1979・1987）。鈴木徳雄氏は諸磯ｂ式土器になると、木
葉文が回転して弧線文が生成すると述べている（鈴木徳 1987）。こうした流れを受けて、更に細かい
細分案も提示されている（関根 1999・細田 1999・今福 1999）。筆者は以前 8 細分を発表したが（松田・
羽鳥 1994）、細かすぎるきらいがあったので、近年は 5 細分を使用している（松田 2007）。
　諸磯ｂ式土器の浮線文は同式土器中段階に位置づけられることが多い。その成立については、諸
磯ａ式土器の隆線に起源を求める説（鈴木徳 1987・今村 1982）、諸磯ｂ式土器古段階の幅広爪形文
の隆起した部分に起源を求める説がある（中島 1977）。これらは諸磯ｂ式土器内部発生説ということ
ができる。
　他方、諸磯ｂ式土器の浮線文土器の起源を北白川下層式土器に求める見解は安孫子昭二氏や谷口
康浩氏により出されている（安孫子 1970・谷口 1980）。また北白川下層式土器と文様構造が共通す
る原浮線文土器を遡源に介在させる鈴木敏昭氏の説もある（鈴木敏 1991）。
　筆者も関東地方の北白川下層Ⅱｃ式土器の出土事例を調べ、浮線文の無い諸磯ｂ式土器古段階に
凸帯文土器が伴出する事例の存在から、隆線文様は北白川下層式土器の方でいち早く成立し、諸磯
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ｂ式土器に影響を与えたと考えた（松田・羽鳥前掲）。
　一方北白川下層式土器は、1935 年の京都市北白川小倉町遺跡の発掘調査成果の報告（梅原・小林
1935）後、山内氏による編年的位置づけ（山内 1937）を経て、山内・鎌木義昌氏の 3 細分の公表が
なされる（江坂 1951・鎌木 1959）。そして福井県鳥浜貝塚の調査成果に基づき、北白川下層Ⅱ式土
器のⅡ a・Ⅱｂ・Ⅱｃ式という 3 細分がなされた（岡田 1965・網谷 1979・1982・1989）。また東海
地方の当該時期の研究を進める増子康眞氏は東海地方の地域性を強調し、鉾ノ木Ⅱ a 式→同Ⅱ b 式
→小御所式→清水ノ上Ⅲ式→大麦田Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ式という編年を発表した（増子 1982・1992b・1996・
2001）。この他、浅鉢形土器にみる模倣製作に関する小杉康氏の研究（小杉 1984・1985・1995）や近
年の論考（鈴木康 2008・馬場 2012）がある。
　凸帯文は当初Ⅱｃ式土器以降存在するとされていたが、Ⅱｂ式の爪形文土器と共存すると考えら
れるようになり、その段階を網谷克彦氏は北白川下層Ⅱｂ式（新）とした（網谷 1989）。また同段階
をⅡｃ式（古）とする見解がある（小杉 1999）。筆者も凸帯文と爪形文は共伴すると考えるが、新出
要素の出現をもって新型式名とするのがよいと考え、小杉氏の段階名を採用することにする。なお
凸帯文の発生について網谷氏は東海以東からの外的要因を想定した見解（網谷 1982）から、北白川
内部での展開で説明できるとする見解（網谷 1989）に変更しているが、内容の具体的説明はない。
2．関東西部・中部地方における諸磯ａ・ｂ式土器の変遷
ここでは関東地方西部・中部地方に主体的に存在する諸磯ａ・ｂ式土器の変遷について述べる。東
海地方東部は中部地方に含めることにする。諸磯ａ式土器については古・中・新の 3 細分を発表し
たが（松田 1993）、中段階の資料は抽出しづらいので、内容は変えずに、新段階の前半に呼称を編入
した（松田 2008）。それに基づいて説明する。諸磯ｂ式土器については　細分を発表したが（松田他
1994）、細かすぎるきらいがあったため、近年は諸磯ｂ式土器を 5 段階に分けている（松田 2007）。
本稿も松田 2007 に従って説明する。関東地方西部と中部地方の諸磯ａ式土器は中村哲也氏も指摘し
ているように、細かな差はある（中村 1990）。しかし筆者は諸磯ｂ式土器の差を明確に指摘するには
至っていないので、ここでは一括して説明する。図は資料の豊富な関東地方西部の事例を中心的に
用いた。
①諸磯ａ式土器新段階（第 1 図）
諸磯ａ式土器新段階（前半）
諸磯ａ式土器新段階は木葉文をもつ段階である。諸磯ａ式土器の連結木葉文や分離木葉文は基本
的には諸磯ａ式古段階の木葉肋骨文のタテ（縦位）区画が崩壊して、生成する（鈴木徳 1979）。しか
し磨消縄文を伴う木葉文には不規則に繋がった短冊木葉文（第 1 図 1）（松田 1993）があり、筆者は
この段階を諸磯ａ式土器新段階（前半）としている。短冊木葉文は米字文の斜線から変化した平行
線に囲まれた短冊文（無文・ネガ部）が縄文部へ貫入して生成するが（第 2 図 1）（松田 1993）、短
冊文が、端部の短直線と背弧線に囲まれたものに変化することにより、縄文・ポジ部が木葉状を構
成する（第 2 図 2）。この縄文部の木葉状化は木葉肋骨文の影響と思われる。この段階にはタテ区画
を保持する上弧・下弧肋骨文が伴うが、木葉肋骨文（第 2 図 3）は連結木葉文（第 2 図 4）を生成さ
せる（川名 1987）。文様要素としては爪形文の両端が深い爪形文（C 字爪形文）（佐原 1956）や平行
沈線文・櫛歯文などがあるが、爪形文や沈線文の幅は 3 ～ 5㎜と幅狭い（山内 1939・松田 1993）。器
種は深鉢の他、口縁が外反する浅鉢が存在する。
諸磯ａ式土器新段階（後半）
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第 1図　諸磯 a・b式土器変遷図　関東地方西部［1/10］　　　
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入組木葉文が単位文として独立する段階が諸磯ａ式土器新段階（後半）である。木葉文が不規則
に繋がるのは僅かになっている。端部の短直線と背弧状をなす長辺に囲まれた 1 個の短冊文を中心
に、両脇に 1 対の木葉文を配することによって構成される C 字状の入組木葉文と、左右両側から段
違いに貫入する短冊文によって構成される S 字状の入組木葉文（第 1 図 4・第 2 図 5）が典型的なも
のである。入組木葉文はしばしば磨消縄文が併用され、施文間の余白には三角形文が配されるが（第
2 図 5）、これは木葉文が米字文に由来する証左である。
入組木葉文はしばしば磨消縄文をもち、単位文となるという特徴をもつが、これは米字文に由来
する短冊木葉文と、木葉肋骨文に由来する連結木葉文が融合し、器面に再配置されたためと考えら
れる 2）。文様要素の特徴は前半と同じである。
この段階は文様帯を横位に区画する隆線が、口縁部下に付き、斜位刻目を施して、文様帯上端区
画をする土器があるが 3）、文様帯を横位に区画する隆線が胴部上端にも付き、口頸部の文様帯を上
下区画するものもある。さらに文様帯上下区画隆線に加え縦位区画隆線を付加したもの（第 1 図 2）
第 2図　諸磯 a・b式土器［1/8］　　　
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もある。この縦位区画隆線は文様帯内への隆線の進出を促し、幅狭爪形文を随伴した斜位刻目付隆
線が曲線文様を描く土器も作出される（第 1 図 2）。第 1 図 2 は隆線で口頸部文様帯を分割し、波状
口縁の土器にも関わらず、隆線下の文様帯を水平に区画している点でも注目される。また口唇部に
縦位隆線が付いたものもある（第 1 図 2）。
浅鉢では胴部が屈折する有稜浅鉢（第 1 図 6）、口縁が内湾する内湾浅鉢が組成に加わる。
諸磯ｂ式土器への変化
入組木葉文を構成する木葉文の外側弧線が伸長すると弧線区画入組木葉文が生成する（第 2 図 6・
第 1 図 5）。弧線区画入組木葉文では短直線から派生する曲線は 2 条の背弧線である（第 2 図 6）。一
方第 2 図 7（第 1 図 3）では、弧線区画内の短直線から派生する曲線が 3 条あり、背弧線と平行曲線
からなっている。これは弧線区画入組木葉文から次型式の蕨手文が発生したことを示すもので、諸
磯ａ式最終末的様相と評価できる。この段階で二単位台形波状口縁（第 1 図 3）や蕨手文は完成を
するようである 4）。諸磯ａ式土器では文様帯を区画する爪形文は描線間を少し空けるのを原則とし、
しばしば隆線をはさむが、隆線が省略され、2 条の爪形文が接するものもある（第 1 図 2）。2 条の幅
狭爪形文は 1 条の幅広爪形文に置換されやすい。土器の大形化に伴い、文様描出面積が増え、描線
の総延長が長くなったため、描線の幅広化を進行させ、次型式に変化したと推測される。
②諸磯ｂ式土器古段階（第 1 図）
幅広爪形文で蕨手文を描く段階。蕨手文（第 2 図 8・第 1 図 7）は先端に短直線による「止め」（鈴
木敏 1991）があり、そこから派生する平行曲線により緩い渦巻を構成するもので、弧線区画入組木
葉文が変化してできることは前述した。爪形文の間は隆線がなく、斜位刻目が付くだけのものが多
くなる。竹管外皮を器面に向けて施文した幅広Ｄ字・逆Ｄ字爪形文を施文し、爪形文間を隆起させ
たものもあるが、爪形文間は粘土紐を貼付した隆線ではなくなっている。文様は蕨手文（第 1 図 7）
の他に、弧線区画入組木葉文・分離木葉文・横位弧線文（第 1 図 8）・斜線肋骨文・山形文・波状文
などがある。弧線区画入組木葉文は区画する弧線が文様帯の上下区画線に接合すると区画文（2 次区
画文）としての横位弧線文（第 1 図 8）が完成する。弧線文が上下区画線に接合する際、上下区画
線は水平区画であると区画内の文様を描きやすい。二単位台形波状口縁は波状口縁にもかかわらず、
口縁上端は水平なため、口頸部の文様は上下を水平線で区画する特徴があるが、これはこうした文
様描出上の要請から、第 1 図 2 の土器を経て、作り出された可能性がある。文様要素は爪形文の他、
平行沈線文もある。
浅鉢形土器では口縁の外反が著しくなり（第 1 図 9）、有稜浅鉢（屈曲口縁型）も登場する特徴がある。
神奈川県川崎市鷺沼遺跡 1 号住居址出土資料（持田 1989）などでまとまって出土している。
③諸磯ｂ式土器中 1 段階（第 1 図）
浮線文でπ字文・π字蕨手文（第 1 図 11）・枠状文を描く段階。同時に幅広爪形文・平行沈線文に
よる蕨手文・弧線文（同図 12）、渦巻文などが存在する。π字文・枠状文は北白川下層Ⅱｃ式土器古
段階を模倣して成立したと思われる。π字文は端部に短直線がある点で諸磯ｂ式の蕨手文と共通す
るためか、蕨手文と融合し、「止め」がπ字となり、その反対側の端部が渦巻く、π字蕨手文（第 1
図 11）を生成する。浮線は斜位刻目をもつが、縄文や鋸歯状刻目を施したものもある。また梯子状
を構成したものが存在する（第 1 図 11）。爪形文間は斜位刻み目の省略が進み、刻目がないものが主
体となる（第 1 図 10）。浅鉢形土器では有稜浅鉢（屈折口縁型）（第 1 図 13）の屈折部が丸みを帯び、
複段内湾浅鉢を生成する（第 1 図 14）。この段階の浅鉢は口縁部や胴部には隆線が付くことが多い（同
図 14）。口縁部の孔は対角線上に 1 対存在する。
④諸磯ｂ式土器中 2 段階（第 1 図）
　浮線文で多重渦巻文を描く段階。浮線文土器では前段階のπ字蕨手文の渦巻が巻きを強め（多
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重化し）、止めの短直線は区画文に付着するなどして消失し、多重渦巻文となる（第 1 図 15）。浮線
文の渦巻の多重化と共に、浮線文は細めになり、上に施される斜位刻目に繊細なものが現れる。極
一部の例外を除き、深鉢形土器には爪形文がなくなる 5）。他方平行沈線文は幅をやや狭くし、多重
渦巻文（同図 16）の他、菱形文や菱形区画つ字文などを描く（松田他 1994）。
浅鉢形土器では　複段内湾浅鉢が完成する（同図 17）。この土器は口縁部に多孔を巡らし、胴部に
は爪形刺突を沿わせた多裁竹管による単沈線文で端部がループ状をなす変形木葉文を描き、赤彩を
施している。
3．東海地方西部・近畿地方における北白川下層Ⅱｂ式・Ⅱｃ式土器の変遷
東海地方西部と近畿地方の北白川下層Ⅱ式土器はⅡｃ式土器古段階を中心に差が見られるので、
ここでは両地域を分けて説明する。なお東海地方東部の伊豆半島や沼津周辺は諸磯式土器の主要分
布圏に属するので、ここでは扱わない。
1）東海地方西部
①北白川下層Ⅱｂ式土器（第 3 図 5・6、第 4 図 1・2）
北白川下層Ⅱｂ式土器は器厚が薄く、口縁が単純に開き、口縁部下に横位文様が重畳する文様構
成をもつ特徴がある（鈴木徳 1996）。文様要素は幅狭竹管による爪形中央の押捺が深い爪形文が多用
される。文様は横線文が多いが、横位に連接する木葉文が描かれるものがある（第 3 図 5）。これは
諸磯ａ式土器新段階の木葉文のうち、北白川下層式の文様構成に適合する木葉文を選択し、横位文
様にアレンジしたものと言うことができる。従って北白川下層Ⅱｂ式土器は諸磯ａ式土器新段階と
併行する。また同図 6 は岐阜県村山遺跡出土の横位弧線文である。村山遺跡の主体は諸磯ａ式新段
階（後半）を伴出する北白川下層Ⅱｂ式土器であるが、横位弧線文は諸磯ｂ式土器古段階に盛行す
るため、後出的なものと考えられる。
この他浅鉢形土器も諸磯式土器を模倣製作したものと思われる。浅鉢形土器には口縁が外反する
もの（第 4 図 1）と、胴部から口縁にかけて内湾気味に開くもの（第 4 図 2）がある。前者には胴部
に稜があるものがあり、諸磯ａ式土器新段階の有稜浅鉢、後者は外反浅鉢を模倣したものであろう。
文様は口唇部の縦位隆線（第 4 図 2）、菱形・三角形文（同図 1）、入組木葉文（同図 2）など、諸磯
ａ式土器新段階に由来する文様と磨消縄文手法を取り入れている 6）。口縁が外反する浅鉢形土器は
沈線文、胴部が内湾する浅鉢形土器は爪形文で文様を描く傾向がある。底部が丸底であるのは諸磯
式ではなく、北白川下層式土器の伝統であろう。こうした磨消縄文を伴う木葉文を描いた浅鉢形土
器は複数あることから、模倣製作の後、北白川下層Ⅱｂ式の浅鉢形土器として定着したと言える。
本段階のまとまった資料としては村山遺跡出土資料（第 3 図 1 ～ 6、第 4 図 1）がある 7）。搬入土
器としては諸磯ａ式土器新段階の深鉢形土器（第 3 図 1・2）や浅鉢形土器（第 3 図 3・4）が存在し
ている。1 は隆線が文様帯上下区画のみならず、縦位区画にも採用されたもの。2 は文様帯内に、隆
線とそれを挟むように沿う 2 条の幅狭爪形文が蕨手文を表出した土器で、諸磯ａ式最終末的様相を
示すものと評価できる。これらの土器は関東地方でも出土例が多くないのに、東海地方西部で出土
するのは、東海地方西部への情報伝達の速さを物語るものと言え、興味深い。こうした土器もまた
模倣製作の対象になったと推測される。
②北白川下層Ⅱｃ式土器古段階（第 3 図 9・10・12、第 4 図 3 ～ 11）
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第 3図　北白川下層Ⅱ b・Ⅱ c式土器変遷図（1）　東海地方西部［1/10］　　　
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第 4図　北白川下層Ⅱ b・Ⅱ c式土器変遷図（2）　東海地方西部［1/10］　　　
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凸帯文の存在する段階をⅡｃ式土器とする。本段階は凸帯文による枠状文の祖形および枠状文が
存在する段階である。爪形文・平行沈線文も併存する。
古 1段階（第 3 図 9・10、第 4 図 3 ～ 7）
凸帯文による枠状文の祖形（縦位π字文）が存在する段階。
爪形文では幅狭爪形文による扁平な木葉文（第 3 図 10）や横位弧線文が描かれる。第 3 図 9 では
口縁部に斜位刻目付き凸帯文が縦位背弧状に配され、直下の横位凸帯文と接して、縦位π字文を表
出している。爪形文はその下位にある。同図 10 は爪形文の文様下端を縦位刻目付き横位凸帯文で区
画している。
第 4 図 3 ～ 5 は凸帯文で文様を描く。3・4 は口唇部に縦位凸帯文が貼付される。2 条の横位凸帯
文の間に凸帯文が配されるが、3 では縦位線が、4 では縦位π字文が表出されている。5 は波頂部の
縦位線を中心として凸帯文が縦位背弧状に配され、縦位π字文を表出している。π字文は直線と背
弧線文から構成されるため、同様の構成をとる諸磯式の入組木葉文にある貫入する無文部（ネガ部）
を模倣して文様化した可能性がある。諸磯式土器で貫入する無文部を描出するのは爪形文や平行沈
線文であるが、諸磯ａ式最終末に位置づけられる、爪形文に沿って隆線が文様帯内に入り込んだ土
器（第 3 図 2）が当地方で出土しているので、影響は受けたと思われる。凸帯文は前段階に模倣で獲
得した口唇部の縦位隆線（第 4 図 2）を、発達させ、文様化したものと評価したい。本段階に特徴的
な縦位π字文は横位線の間に存在するため、隣のπ字文との間には非常に長細い枠状の区画が存在
するが、π字文同志が離れていて、古 2 段階で発達するような枠状文をなさない（第 4 図 4）。枠状
文の祖形と言うべきであろう。なお凸帯文上には斜位刻目（第 4 図 4）・縦位刻目・爪形刺突（同図 3・
5）・押捺が付く。斜位刻目が多い点は東海地方の地域性との指摘がある（増子 1999）。
浅鉢形土器では口縁が直立し胴下部で短く曲がるもの（第 4 図 6）と胴部が内湾するもの（同図 7）
がある。前者は平行沈線文で扁平化した木葉文と三角形文を、後者は口縁部に縦・横位凸帯文、胴
部に爪形文で木葉文を描いている。
本段階のまとまった資料としては愛知県小御所遺跡出土資料（第 3 図 7・8・10、第 4 図 3・5・6）
があり、増子康眞氏は小御所式を提唱している。本資料中には幅広爪形文土器（第 3 図 7）や内湾有
稜浅鉢（同図 8）があり、浮線文は無いため、諸磯ｂ式土器古段階と考えられ、当該土器との併行関
係が伺われる。
古 2段階（第 3 図 12、第 4 図 8 ～ 11）
凸帯文による枠状文が存在する段階。
爪形文では幅狭爪形文による扁平な木葉文や横位弧線文（第 3 図 12）が描かれる。第 3 図 12 では
口縁部に鋸歯刻目付き凸帯文が横位に巡っているので、本段階に位置づけられる。凸帯文では横帯
内に入るπ字文同志の間隔がやや狭くなり、横線文と一体化して枠状文（第 4 図 8）が完成する。枠
状文は 2 次区画文的役割を果たし、枠状文内にπ字文（第 4 図 9）や蕨手文・斜線などの文様を入れ
ることがある。また蓮華托状文（同図 10）8）や横位連携紡錘文（同図 9 の頸部）、梯子状文（同図 9
の口縁部）もある。この段階では横位文様を多段に重畳させ（第 4 図 8）、施文域が幅広くなる傾向
があり、凸帯文の地文に縄文をもつもの（同図 9）も現れる。凸帯文上には斜位刻目（同図 9 の口縁
部）・鋸歯刻目（同図 9 の頸部）・押捺（同図 11）等が付く。
浅鉢形土器では胴部が内湾するもの（第 4 図 10）、頸部がくびれ胴部が内湾するもの（同図 11）
等がある。10 は口頸部に斜位刻目付凸帯文で蕨手文を模した文様や蓮華托状文、胴部に幅狭爪形文
で入組木葉文を模した文様を描き、文様の下端は鋸歯刻目付凸帯文を巡らしている。同図 11 は口縁
部には斜位刻目付凸帯文で縦位π字文とそれが変化した弧状文、口頸部には梯子状凸帯文でπ字文
や蕨手文を描いている。
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増子氏・山下勝年氏は清水ノ上Ⅲ式土器を提唱し、増子氏は前段階との時間差を主張するが（山
下歳 1997・増子 1999）、この時間差の主張には賛成し、本段階に相当すると考える。
③北白川下層Ⅱｃ式土器中段階（第 4 図 12・13）
本段階は凸帯文により口縁部下に横位偏平弧線文などの幅狭文様が描かれる段階である。平行沈
線文土器は存在するが、爪形文はなくなる。
凸帯文では横位偏平背弧線文が描かれ、地文に縄文をもつ（第 4 図 12）。北白川下層Ⅱｃ式土器は
前段階から本段階にかけて文様帯の幅狭化が進行すると思われ、その過程で、前段階の枠状文は本
段階に横位偏平弧線文に変化すると考えられる。他に増子氏が大麦田式土器（増子 1992 ｂ）と命名
した縄文を付けた凸帯文（縄文凸帯）も、口縁部に幅狭い文様として存在するので、本段階に組成
すると思われる。
浅鉢形土器では諸磯ｂ式土器中 2 段階の複段内湾浅鉢を模した薄手の複段内湾浅鉢がある。これ
は幅狭の平行沈線で「つ」の字状文様を描く（同図 13）
2）近畿地方における北白川下層Ⅱｂ式～Ⅱｃ式土器の変遷
　ここでは近畿地方の土器変遷を中心に扱うが、土器の様相が同じと判断される北陸地方西部（福
井県）の鳥浜貝塚、岐阜県の日本海側に所在する島中通遺跡出土資料も含めることにする。
　①北白川下層Ⅱｂ式土器（第 5 図 1 ～ 4）
　爪形文が多用され、横線文が多く描かれるが、横位に連接する木葉文が描かれるものがある（第 5
図 1）。浅鉢・鉢形土器では胴部が直線的に立ち上がる鉢、胴部が内湾する浅鉢がある。前者は同図 2・
3 で、単沈線や爪形文で諸磯ａ式土器新段階の文様を模倣した文様を描く。第 5 図 2 は方形の短冊文
を描いたもの、同図 3 は分離木葉文を描いたものである。分離木葉文は諸磯式土器では横位に描かれ、
縦位に描かれるものは皆無であることから、本例は北白川下層式土器でオリジナル化したものと言
える。また鉢形土器における単沈線文による文様描出は東海地方西部にはなく、近畿地方独自の特
徴である。後者（胴部が内湾する浅鉢）は同図 4 で、爪形文により入組木葉文を模倣した文様を描
いている。縄文部（ポジ部）に貫入する無文部（ネガ部）は交互方向から貫入すればＳ字状入組木
葉文になるが、模倣が不正確で、無文部は同一方向から貫入しているため、入組文にはなっていない。
これも北白川下層式のオリジナル文様である。なお口唇部に貼付された縦位隆線（同図 4）は諸磯ａ
式土器新段階（後半）と共通する。
　②北白川下層Ⅱｃ式土器古段階（第 5 図 5 ～ 13）
　古 1段階（第 5 図 5 ～ 7）
　本段階は凸帯文により枠状文の祖形文様を描出した段階を想定しているが、近畿地方では資料が
少ない。第 5 図 7 は波頂部下の縦位線を中心にして縦位背弧線により構成される縦位π字文を描い
たものである。背弧線文は諸磯式土器の入組木葉文の入組部分の無文部に存在する背弧線に由来す
ると考えられる。この波頂部の縦位π字文と波底部の縦位線と繋げてみると、横長の枠状文になり、
第 4 図 5 に類似するため、本段階に位置づけた。
　またこの段階は諸磯ｂ式土器古段階併行であるため、諸磯ｂ式古段階の爪形文土器を模したと思
われる爪形文土器も本段階への位置づけが可能である。第 5 図 5 は 2 条の爪形文により横位弧線文
を描いたもので、本段階ないしは次段階（古 2 段階）に位置づけることができる。また同図 6 は爪
形文により縦位π字文を描いている。諸磯式の入組木葉文の貫入する無文部（ネガ部）を文様化し
たものと考えられる。
　古 2段階（第 5 図 8 ～ 13）
63
　枠状文が盛行する段階である。第 5 図 8・9 は爪形文で文様を描いたもの、10 ～ 12 は凸帯文で文
様を描いたものである。8 は波頂部の縦位線の両側に 2 段の枠状文を描いているが、下段の枠状文は
横位弧線化している。10・11 は文様帯が幅広で、多段化する枠状文を描いている。9 は文様帯が幅狭で、
枠状文が弧線文化している。以上は地文が無文地である。12 は口縁部に縦位背弧線文、頸部に梯子
状文を横位に配している。地文に縄文を施文しているのは新しい傾向である。凸帯文上には爪形刺
突が多く、他に縦位刻目・斜位刻目がある。
浅鉢形土器では諸磯ｂ式土器の複段内湾浅鉢を模したもの（第 5 図 13）が組成をなす。
　③北白川下層Ⅱｃ式土器中段階
今のところ良好な図化資料がないが、縄文付凸帯文や沈線文を描いた浅鉢形土器などがある。
4．関東地方西部～近畿地方の土器変遷の関係
　上記のように、関東西部・中部地方の諸磯ａ・ｂ式土器、東海地方西部・近畿地方の北白川下層Ⅱｂ・
Ⅱｃ式土器の変遷を述べてきた。ここではそれらの関係性を見てみたい。隆線文の変化に着目する
と理解しやすいため、隆線文の推移を中心に据え、説明する。両者の編年関係は第 1 表のようになる。
1）諸磯ａ式土器新段階―北白川下層Ⅱｂ式土器
　関東地方西部・中部地方では新段階前半は短冊木葉文が存在するが、後半になると木葉肋骨文に
由来する木葉文の影響を受けながら、幅狭（ｃ字）爪形文・平行沈線文で描かれた入組木葉文が流
行する。（磨消縄文を伴う）入組木葉文は縄文・ポジ部にできる木葉文を意識したものであるが、そ
の構成には短冊文に由来する短直線と背弧線によって囲まれた無文・ネガ部の貫入が不可欠である。
他方、新段階後半には文様帯を画する斜位刻目付隆線が文様帯の上端のみならず、下端を区画し、
更には縦位区画を経て、区画内に進出し、幅狭爪形文に沿って曲線文様を描くようになる。諸磯ａ
式土器新段階最末期になると、入組木葉文は弧線区画入組木葉文に変化するが、その際、入組部の
無文・ネガ部にある短直線＋背弧線の構成は、「止め」（短直線）＋平行曲線の構成からなる蕨手文
に変化する。この頃、幅狭爪形文には隆線が並走する土器があり、爪形文と斜位刻目付隆線で短直
線＋背弧線の文様や、蕨手文（「止め」（短直線）＋平行曲線）を描いた土器（第 3 図 2）も作られる。
この時期、北白川下層Ⅱｂ式土器（爪形文土器）が関東地方西部で出ること（第 1 図 1）は稀である。
長野県下伊那郡喬木村の伊久間原遺跡下原面 11 号住居址は諸磯ａ式新段階主体であるが、北白川下
層Ⅱｂ式土器が出土しており、両者が同時期であることを示している。
　一方、東海地方西部の遺跡から諸磯ａ式土器新段階の土器が出ることは多い。岐阜県吉城郡国府
町村山遺跡では北白川下層Ⅱｂ式土器が主体であるが、諸磯ａ式土器新段階の土器が相当量出土し
ている。諸磯ａ式土器新段階の土器では口唇部に隆線を貼付した土器があり、東海地方西部にも搬
入されるが、それを模して、北白川下層Ⅱｂ式土器でも口唇部に限って縦位隆線文が採用される（第
4 図 2、第 5 図 4）。
近畿地方・東海地方西部 中部地方・関東地方西部
北白川下層Ⅱｂ土器 諸磯ａ式土器新段階
北白川下層Ⅱｃ土器古 1段階 諸磯ｂ式土器古段階
北白川下層Ⅱｃ土器古 2段階 諸磯ｂ式土器中 1段階
北白川下層Ⅱｃ土器中段階 諸磯ｂ式土器中 2段階
第 1表　諸磯式土器と北白川下層式土器の編年関係　　　
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第 5図　北白川下層Ⅱ b・Ⅱ c式土器変遷図　近畿地方［1/10］　　　
??
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2）諸磯ｂ式土器古段階―北白川下層Ⅱｃ式土器古 1 段階
　関東地方西部・中部地方の諸磯ｂ式土器では幅広爪形文を採用し、蕨手文や横位弧線文が盛行する。
入組木葉文のポジ部の短直線＋背弧線の構成は、「止め」（短直線）＋平行曲線の構成に変わり、磨
消縄文手法は基本的には無くなり、隆線文も一旦採用されなくなる。この時期も北白川下層Ⅱ c 式
土器が関東地方西部・中部地方で出ることは少ない。両者の平行関係を東日本で捉えられる例は群
馬県富岡市鞘戸原Ⅰ遺跡 11 号住居址出土例（井上 1992）等がある位である 9）。
　一方、東海地方西部の遺跡から諸磯ｂ式土器古段階の土器はしばしば出土する。中でも岐阜県恵
那市小御所遺跡 5 号住居址では北白川下層Ⅱｂ式土器の爪形文と凸帯文土器が諸磯ｂ式土器古段階
の土器と共に出土し、諸磯式土器より東海地方西部の北白川下層式土器の方でいち早く隆線のみに
よる文様が発達したことがわかる。
前段階で北白川下層Ⅱｂ式土器は口唇部に限って隆線文を有していたことから、北白川下層式土
器では、北白川下層式土器の文様構成を保持した形で、口縁部から隆線の使用を広げていったと考
えられる。
北白川下層式土器は横位に文様を重畳する特徴がある。口唇部から縦に垂下した凸帯文は口縁直
下の横位凸帯と接して逆Ｔ字状をなす（第 4 図 3）。またこの時、諸磯式土器の無文・ネガ部の文様
を意識的に模倣・採用し、爪形文や凸帯文で縦位π字文が描かれる（第 4 図 4・5・第 5 図 6）。この
背景には、縦位π字文が北白川下層式土器の横位文様重畳構成に合致し、採用しやすかったことも
関係していると思われる。凸帯文上には斜位刻目や縦位刻目が付される。このほか北白川下層Ⅱｃ
式土器では横位弧線文を描く爪形文土器が存在し、近畿地方ではその様な土器が主体をなしていた
と予想される。
3）諸磯ｂ式土器中 1 段階―北白川下層Ⅱｃ式土器古 2 段階
東海地方西部・近畿地方では横帯内の縦位π字文の垂下間隔を短くし、枠状文を完成させ、更に
文様帯の多段化・幅広化が進行する。凸帯文上には斜位刻目・鋸歯刻目・爪形刺突などがあり、前 2
者は東海地方西部の特徴とされている（増子 1999・山下 1997）。また同様の文様構成の爪形文土器
もあることから、爪形文土器も本段階まで残存するようである。
このうち凸帯文土器は東海地方西部のものを中心に関東地方西部へ数多く運ばれ、関東地方西部
においてはこの時期の北白川下層Ⅱ式土器が最も多く出土する。神奈川県伊勢原市坪ノ内・宮ノ前
遺跡 4 号住居址や群馬県安中市中野谷松原遺跡 111 号住居址などでは諸磯ｂ式土器中 1 段階の土器
と共に、北白川下層Ⅱｃ式土器古 2 段階が出土している（第 6 図 2・3）。同時に関東地方西部では、
北白川下層Ⅱｃ式土器と類似した枠状文などの文様を描いた原浮線文土器（鈴木敏 1991）が出土す
る（第 7 図 2）。この原浮線文土器は器厚が厚手で、胎土も関東地方西部の土器と同じであるため、
関東地方西部で製作されたと考えられるが 10）、こうした土器を介在させながら、諸磯ｂ式土器でも
隆線文様である浮線文を採用する。文様要素は爪形文・浮線文・平行沈線文になる。そして諸磯ｂ
式土器の蕨手文と融合したπ字蕨手文を製作し、蕨手文より渦巻化の進んだ文様を描いていく。浮
線文上には東海地方西部の凸帯文も模倣した斜位刻目・鋸歯刻目があるが、縄文付のものも登場する。
4）諸磯ｂ式土器中 2 段階―北白川下層Ⅱｃ式土器中段階
関東地方西部・中部地方の諸磯ｂ式土器では浮線文が多用され、多重渦巻文を描いた土器が多く
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第 6図　北白川下層Ⅱ b・Ⅱ c式土器　関東地方西部［1/10］　　　
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作られる。平行沈線文も同様の文様を描くようになり、浅鉢形土器では複段内湾浅鉢土器が完成する。
北白川下層Ⅱｃ式土器は関東地方西部・中部地方での出土が稀になる。第 6 図 4 は神奈川県大井町
矢頭遺跡 2 号住居址で諸磯ｂ式土器中 2 段階の土器と共伴した北白川下層Ⅱｃ式土器の希少な例で、
北白川下層Ⅱｃ式土器中段階のものと考えている。
東海地方や近畿地方では諸磯ｂ式土器が出土するが、複段内湾浅鉢形土器を主とする浅鉢形土器
が、深鉢形土器よりも多く出土する。そして諸磯ｂ式土器の浅鉢形土器を模倣した複段浅鉢形土器
が製作される（第 4 図 13）。北白川下層Ⅱｃ式土器は東海地方西部では大麦田式土器と呼ばれる縄
文付凸帯文（縄文凸帯）が存在していたと思われ、縄文付凸帯文の盛行には諸磯ｂ式土器の縄文付
浮線文の影響が考えられる。関東地方西部や中部地方で北白川下層Ⅱｃ式土器の出土量が減るのは、
北白川下層Ⅱｃ式土器が装飾性の高くない土器になっていたためと考えられる。
第 7図　諸磯 b式土器中 1段階　群馬県前橋市上大屋遺跡群 7号住居址出土土器［1/8］　　　
  近畿地方・東海地方西部   中部地方・関東地方西部
土器型式 特記事項 強い影響 土器型式 特記事項
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諸磯ａ式土器新段階の搬入。
同土器の模倣。
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凸帯文土器の創作。
諸磯ａ式土器新段階
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?
第 8図　諸磯式土器と北白川下層Ⅱ式土器にみる隆線文を中心とした影響関係
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5．まとめ
諸磯式土器と北白川下層式土器の間では土器の交互的移動と、それによる土器情報の往来がみら
れる 11）。土器の移動は常時相互的に交換が行われたのかというとそうではない。移動には波がある。
一言で言えば、装飾性の高い土器を作った地域から、そうでない地域に多くの土器が搬入され、搬
入先の地域では土器情報が多く流入し、模倣が行われ、影響を受けた、とまとめることができる。
諸磯式土器と北白川下層Ⅱ式土器の間で興味深いのは、影響を受けた地域が装飾性の高い土器を
作って、土器の移動の波を逆流させるという現象の存在である 。諸磯ａ式土器新段階には影響を受
けることが主であった北白川下層Ⅱ式土器が、Ⅱｃ式土器になると凸帯文土器を完成させ、逆に諸
磯ｂ式土器中 1 段階に影響を及ぼすようになるのである。
土器は基本的には各地で作り得るものであり、土器が不足するから入手するのではない。土器の
装飾的価値を認め、装飾的に優れた土器を欲しいから入手しているのである。諸磯ａ式土器新段階
から諸磯ｂ式土器古段階にかけては、東海地方西部の該期の遺跡でしばしば諸磯式土器が出土する。
その量を見ると、東海地方西部の村々に、諸磯式土器がいろいろな遍歴を経て、何度ももたらされ
たようである。
しかし土器は伝導的にばかり移動したのではない。諸磯ａ式土器がどこかで新しく作られた場合、
その土器がまず諸磯式土器主要分布圏内でいろいろな方面に行きわたり、その後、盥から水があふ
れるように、と北白川下層式土器主要分布圏に伝わっていったとは思えない。一例をあげれば、諸
磯ａ式土器新段階の縦位隆線文をもつ土器は関東地方西部でどこでも出土するものではない。しか
し遠く離れた岐阜県村山遺跡では出土しているのである（第 3 図 1・2）。北白川下層式土器主要分布
圏内に土器作りに長けた集団ないしは村があり、諸磯式土器主要分布圏内の土器情報あるいは諸磯
式土器主要分布圏内の土器作りに長けた地域の動向は常に伝わる状態にあり、新作土器が作られる
と、短時間で何百キロもの距離を土器が運ばれた、というような状況があったのかもしれない。
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註
1）東海地方西部の当該期の土器には地域性が見られるため、北白川下層式土器とは呼ばず、東海地方の土器型式名を使う見解があ
る（増子 1998 等）。該期の東海地方の土器は確実に地域性をもち、それを強調することは、各地の土器の実態解明には重要な研究
であると思う。しかし東海地方と同じような特徴をもつ土器が近畿地方でもある程度出土する場合、それを東海地方の土器と断定
するのは未だ難しい。また北白川下層式土器の小破片が関東地方で出土した場合、東海地方西部の土器と言えるものがある反面、
そのように限定できない土器も多い。そこで本論では東海地方西部独自の土器型式名は使わず、北白川下層式土器という名称で大
きくとらえることにした。
2）鈴木徳雄氏は「填め込み」という表現を用い、いち早く指摘している（鈴木徳 1994）。
3）口縁部下に横位の隆線をもち、文様帯の上端を区画する土器は千葉県に多い。口縁下に隆線をもつ伝統をもつ東北地方の大木 2
ｂ式土器の影響かと考えられる。
4）諸磯ｂ式土器に盛行する二単位台形波状口縁をもつため、諸磯ｂ式土器との評価も可能であるが、爪形文の幅は狭く、その本数
も 5条程度と多いので、諸磯ａ式土器に含めた。
5）関東地方の南西部、多摩ニュータウン遺跡群では粗製土器に爪形文が使用される。
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6）北白川下層式土器の口縁部の隆線について、小杉氏は諸磯ｂ式土器古段階の口縁部隆線の模倣としている（小杉 1985a）。筆者は
諸磯ａ式土器新段階に模倣があったと考えている。
7）増子氏は鉾ノ木Ⅱｂ式土器を提唱するが、貝殻文土器や諸磯ｂ式の浅鉢形土器などいろいろな土器が含まれているので、そのま
ま使うわけにはいかないと考えている。
8）蓮の花の華托を真横から見たような形に似るため、蓮華托状文と呼称した。
9）筆者はこの段階の伴出事例として神奈川県鷺沼遺跡 1 号住居址出土土器（持田 1989）をあげたが（松田・羽鳥 1994）、出土して
いる北白川下層式土器は次段階のもので、伴出例から除外したい。
10）筆者の胎土分析の成果による（松田・羽鳥 1994）。
11）小杉氏の北白川下層式の浅鉢形土器の研究においても、同様のことが記されている（小杉 1985 ｂ）。
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